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伊
丹
椿
園
『
女
水
滸
伝
』
に
お
け
る
「
侠
」

―

前
期
読
本
と
比
較
し
て―

日
本
文
学
日
本
語
史
学

博
士
前
期
課
程
一
年

加
藤

の
ん

はは
じじ
めめ
にに

伊
丹
椿
園
の
読
本
、『
女
水
滸
伝
』（
天
明
三

一
七
八
三

年
）
は
、
各
回
で
女
主
人
公
た
ち
が
出
会

い
、
団
結
し
、
最
終
的
に
南
朝
再
興
を
目
指
し
て
生
駒
山
の
山
塞
に
集
結
す
る
話
で
あ
る
。
書
名
か
ら

も
分
か
る
よ
う
に
、
中
国
明
代
に
成
立
し
た
『
水
滸
伝
』
の
翻
案
小
説
で
あ
る
。
『
水
滸
伝
』
で
は
、

「
侠
」
の
精
神
の
共
感
に
よ
っ
て
登
場
人
物
が
結
集
し
て
い
く

。「
侠
」
は
、『
史
記
』「
太
史
公
自
序
」

に
お
い
て
「
救
二

人
於
戹
一

、
振
二

人
不
一
レ

贍
、
仁
者
有
乎
。
不
レ

既
レ

信
、
不
レ

倍
レ

言
、
義
者
有
レ

取
焉

人
を
戹や

く

よ
り
救
ひ
、
人
の
贍た

ら
ざ
る
を
振す

く

ふ
、
仁
な
る
者
有
る
か
。
信
を

既
う
し
な

は
ず
、
言
に
倍そ

む

か
ず
、

義
者
も
取
る
有
り

」

と
説
明
さ
れ
、
弱
き
を
救
い
強
き
を
砕
く
面
と
、
自
身
の
志
を
貫
徹
さ
せ
る
面

の
二
つ
の
側
面
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
『
女
水
滸
伝
』
に
登
場
す
る
「
侠
」
は
「
弱
き
を
助
け
強
き
を
砕
く
」
面
の
み
が

言
及
さ
れ
る
。『
女
水
滸
伝
』
に
お
い
て
「
侠
」
は
三
人
の
人
物

猛
秀
、
猛
秀
の
妹
の
玉
園
、
夕
虹
の

父

に
対
し
て
使
用
さ
れ
る
。
猛
秀
は
「
侠
気
多
き
を
以
て
、
人
の
為
に
仇
を
報
じ
恨
み
を
酬
ひ
、
弱

き
を
助
け
強
き
を
砕
く
こ
と
を
好
み
」
、
玉
園
は
「
心
は
兄
と
同
じ
く
侠
気
強
く
」
、
夕
虹
の
父
は
「
侠

気
を
立
る
事
を
喜
び
、
交
遊
す
る
者
多
く
、
人
来
て
事
を
頼
め
ば
我
が
身
を
顧
ず
し
て
必
ず
こ
れ
を
助

け
整
へ
」
と
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
女
水
滸
伝
』
に
お
い
て
「
侠
気
」
は
「
弱
き
を

助
け
強
き
を
砕
く
」
人
物
を
述
べ
る
際
の
使
用
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
時
代
の
読
本
に
お

け
る
「
侠
」
は
『
史
記
』
と
同
様
に
志
を
貫
徹
さ
せ
る
語
と
し
て
登
場
し
、
特
に
遊
女
に
多
く
見
ら
れ

る
。
一
方
で
『
女
水
滸
伝
』
の
遊
女
月
華
・
雪
光
に
も
、
同
時
代
の
読
本
に
登
場
す
る
遊
女
に
類
似
す

る
行
動
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
ち
ら
は
「
侠
」
と
し
て
語
ら
れ
な
い
。

本
発
表
で
は
、
ま
ず
『
女
水
滸
伝
』
に
登
場
す
る
遊
女
月
華
・
雪
光
と
他
の
前
期
読
本
に
登
場
す
る

女
性
を
比
較
し
、
前
期
読
本
に
お
い
て
、
月
華
・
雪
光
と
類
似
し
た
行
動
を
す
る
女
性
が
「
侠
」
な
る

存
在
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
そ
の
上
で
、
類
似
す
る
行
動
が
見
ら
れ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
月
華
・
雪
光
が
「
侠
」
と
し
て
述
べ
ら
れ
な
い
理
由
を
考
察
す
る
。

本
発
表
の
本
文
は
、
石
川
秀
已
・
磯
貝
寛
子
・
宝
田
か
ほ
る
編
「
〈
翻
刻
〉
女
水
滸
伝
」
（
『
読
本
研
究
』
第
九

輯

渓
水
社

年

月
）

底
本

国
立
国
会
図
書
館
蔵
本

を
使
用
し
、
ル
ビ
は
適
宜
省
略
し
た
。
な
お
、

便
宜
上
、
以
降
の
引
用
文
献
も
含
め
て
、
「
俠
」
は
全
て
「
侠
」
に
直
し
た
。

石
川
秀
已
「
『
女
水
滸
伝
』
論

「
江
戸
の
水
滸
伝
」
の
う
ち
」
国
際
文
化
研
究
科
論
集

を
参
考
に
し
た
。

青
木
五
郎

新
釈
漢
文
大
系
『
史
記
』
十
四

列
伝
七

明
治
書
院

日
本
文
学
・
日
本
語
史
学　

博
士
前
期
課
程
一
年
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一一
、、
白白
話話
小小
説説
とと
「「
侠侠
」」――

――

「「
杜杜
十十
娘娘
怒怒
沈沈
二二

百百
寶寶
箱箱
一一

」」
にに
注注
目目
しし
てて

『
女
水
滸
伝
』
に
登
場
す
る
遊
女
月
華
・
雪
光
は
夕
虹
の
娘
と
し
て
登
場
す
る
。
彼
女
ら
は
あ
る
武

士
二
人
に
さ
ら
わ
れ
、
「
無
道
な
る
者
に
汚
辱
せ
ら
れ
ん
よ
り
は
死
る
に
如
じ
」
と
考
え
て
海
に
飛
び

込
む
。
信
念
に
基
づ
い
て
海
に
飛
び
込
む
行
動
に
は
、『
警
世
通
言
』
第
三
十
二
巻

『
今
古
奇
観
』
第

五
巻

「
杜
十
娘
怒
沈
二

百
寶
箱
一

」
（
以
下
「
杜
十
娘
」
）
に
登
場
す
る
、
同
様
の
状
況
で
海
に
飛
び
込

ん
だ
遊
女
十
娘
が
投
影
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

「
杜
十
娘
」
に
お
い
て
、
十
娘
を
「
後
人
評
論
此
事

中
略

獨
謂
十
娘
千
古
女
侠

の
ち
の
人
は
こ

の
事
件
を
評
し
て
、（
中
略
）
た
だ
十
娘
だ
け
は
、
世
に
も
稀
な
る
女
傑
で

」
と
、
後
の
人
間
が
「
侠
」

の
言
葉
で
褒
め
た
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
「
杜
十
娘
」
に
お
い
て
「
侠
」
の
定
義
は
明
確
に
示
さ
れ
ず
、

ま
た
十
娘
自
身
も
最
終
部
以
外
に
「
侠
」
を
用
い
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
十
娘
を
身
請

け
し
よ
う
と
し
た
李
甲
が
友
人
の
柳
遇
春
に
百
五
十
両
借
り
る
場
面
で
、
十
娘
は
遇
春
に
「
此
乃
女
中

豪
傑
」
、
つ
ま
り
女
の
中
の
豪
傑
で
あ
る
と
語
ら
れ
る
。
好
い
た
男
の
た
め
に
心
情
を
貫
く
様
は
「
豪

傑
」
に
類
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
彼
女
は
「
侠
」
な
る
存
在
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
月

華
と
雪
光
自
身
に
「
侠
気
」
の
言
葉
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
男
ま
さ
り
の
性
格
描
写
も
な

さ
れ
な
い
が
、
信
念
か
ら
海
に
飛
び
込
む
点
は
「
侠
」
な
る
杜
十
娘
の
投
影
と
言
え
よ
う
。

『
女
水
滸
伝
』
に
お
け
る
「
杜
十
娘
」
の
投
影
は
、
「
杜
十
娘
」
で
も
使
用
さ
れ
た
韻
文
（
挿
入
句

と
呼
ぶ
）
「
正
是
、
他
日
相
逢
難
二

予
必
一

、
此
時
分
レ

手
最
堪
レ

憐
と
い
へ
る
が
如
く
な
り
」
が
月
華
・

雪
光
の
登
場
の
直
前
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。
月
華
・
雪
光
は
第
四
回
で
登
場
す
る

が
、
本
挿
入
句
は
第
三
回
末
尾
で
直
前
の
話
の
ま
と
め
と
し
て
語
ら
れ
る
。
伊
丹
椿
園
は
創
作
に
際
し

て
典
拠
そ
の
ま
ま
の
翻
案
を
行
う
こ
と
が
少
な
い

。
ま
た
挿
入
句
は
和
刻
と
し
て
和
訳
す
る
際
に
省

略
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た

。
あ
え
て
白
話
小
説
と
同
一
の
挿
入
句
を
使
う
こ
と
で
、
そ
の
後
の
原
話
の

展
開
を
予
感
さ
せ
、
登
場
人
物
を
重
ね
合
わ
さ
せ
た
、
つ
ま
り
月
華
・
雪
光
に
も
自
ら
の
意
志
を
貫
く

「
侠
」
を
付
与
し
た
と
言
え
る
。

二二
、、
前前
期期
読読
本本
にに
おお
けけ
るる
「「
侠侠
」」――

――

『『
繁繁
野野
話話
』』、、
『『
英英
草草
紙紙
』』
、、『『
新新
斎斎
夜夜
語語
』』
にに
注注
目目
しし
てて

前
節
で
示
し
た
よ
う
な
「
杜
十
娘
」
と
『
女
水
滸
伝
』
の
関
係
を
、
当
時
の
読
者
が
想
起
で
き
な
か

っ
た
と
し
て
も
、
前
期
読
本
に
お
い
て
共
通
し
て
登
場
す
る
「
侠
」
と
の
類
似
に
気
が
つ
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
本
節
で
は
都
賀
庭
鐘
『
繁
野
話
』『
英
草
紙
』
、
梅
朧
館
主
人
『
新
斎
夜
語
』
の
三
作
品
を
取

り
上
げ
「
侠
」
の
性
質
を
再
考
す
る
。
こ
の
三
作
品
は
椿
園
の
『
唐
錦
』
（
安
永
九

一
七
八
〇

年
）

訳
は
千
田
九
一
他

訳
『
中
国
古
典
文
学
全
集

第

巻

今
古
奇
観

上
』
平
凡
社

抱
甕
老
人
『
今
古
奇
観
』
上

人
民
文
学
出
版
社

例
え
ば
『
両
剣
奇
遇
』
と
『
平
妖
伝
』
の
関
係
で
あ
る
。
（
徳
田
武
「
第
一
部

第
五
章

初
期
読
本
に
お
け
る

寓
意
性
と
文
芸
性
」
『
秋
成
前
後
の
中
国
白
話
小
説
』
勉
誠
出
版

）

中
村
綾

第
二
章
「
『
通
俗
忠
義
水
滸
伝
』
翻
訳
者
の
問
題―

正
編
・
拾
遺
編
の
相
違
点
を
通
じ
て―

」

『
日

本
近
世
白
話
小
説
受
容
の
研
究
』
汲
古
書
院

初
出
：
『
国
語
国
文
』
通
巻
八
八
一
号
、
平
成
二

十
年
一
月
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の
見
返
し
に
お
い
て
言
及
さ
れ
た
書
物
で
あ
り

、
前
期
読
本
の
「
侠
」
の
人
物
像
は
椿
園
や
読
者
の
念

頭
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
繁
野
話
』

明
和
三

一
七
六
六

年

第
五
巻
八
篇
「
江
口
の
遊
女
薄
情
を
憤
り
て
珠
玉
を
沈
む
る

話
」
（
以
後
「
江
口
の
遊
女
」
と
呼
ぶ
）
も
「
杜
十
娘
」
を
翻
案
し
た
も
の
で
あ
る
。「
江
口
の
遊
女
」

と
「
杜
十
娘
」
の
あ
ら
す
じ
は
ほ
と
ん
ど
相
違
な
い
が
、
「
江
口
の
遊
女
」
に
お
い
て
は
語
り
手
に
よ

る
挿
入
句
が
省
略
さ
れ
る
。
唯
一
、
「
船
中
急
に
救
は
ん
と
す
る
時
白
波
滾
〻
て
影
も
な
し
。
正
に
是

こ
そ
盛
粧
躍
レ

海
目
無
レ

涙

去
処
侠
魂
伍
二

緑
珠
一

此
や
い
ふ
べ
き
」
が
、
女
主
人
公
白
妙
が
海
賊

と
結
婚
さ
せ
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
際
に
船
か
ら
入
水
す
る
場
面
で
挿
入
さ
れ
る
。
白
妙
が
水
に
飛
び
込

ん
だ
こ
と
が
、
緑
珠
と
い
う
烈
女
と
同
じ
精
神
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
そ
の
意
志
を
貫
く
様

が
「
侠
魂
」
で
あ
る
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
別
の
場
面
で
も
こ
の
行
動
が
「
侠
」
で
あ
る
と

述
べ
ら
れ
、
し
か
も
右
ル
ビ
に
「
け
ふ
」
、
左
ル
ビ
に
「
い
き
ぢ
だ
て
」
が
振
ら
れ
る
。「
江
口
の
遊
女
」

の
「
侠
」
は
「
い
き
ぢ
」
つ
ま
り
、
自
ら
の
立
場
を
貫
こ
う
と
す
る
気
構
え
と
し
て
使
用
さ
れ
、
自
ら

の
意
思
を
通
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

都
賀
庭
鐘
『
英
草
紙
』

寛
延
二

一
七
四
九

年

第
四
巻
六
篇
「
三
人
の
妓
女
趣
を
異
に
し
て
各
名

を
な
す
話
」
に
お
い
て
も
「
侠
気
」
の
遊
女
、
鄙
路
が
登
場
す
る
。
鄙
路
は
「
生
得
に

け

ふ

き

ひ
か
ぬ
き

侠

気
あ
り
て

志
男
子
に
勝
れ
り
。
（
中
略
）
道
路
に
是
非
ふ
を
見
る
時
は
、
か
な
ら
ず
其
の
弱
き
方
を
助
く
。
義
に

よ
っ
て
命
を
か
へ
り
み
ず

」
と
い
う
存
在
と
し
て
登
場
す
る
。
ま
た
、
鄙
路
は
客
の
安
達
東
蔵
を
匿

う
行
動
を
と
る
が
、「
足
下
を
か
こ
ひ
養
ひ
し
は
、
我
が
父
母
な
く
姉
妹
な
く
、「
心
易
き
身
の
上
な
れ

ば
、
一
時
の

け

ふ

い
き
ぢ
だ
て

侠

を
な
す
也
」
」
と
し
て
、「
侠
」
に
基
づ
い
て
相
手
を
助
け
た
だ
け
で
あ
る
こ
と
が

明
示
さ
れ
る
。

以
上
二
作
品
か
ら
、
庭
鐘
の
「
侠
」
は
「
弱
き
を
助
け
る
」
意
味
と
、「
信
念
を
通
す
」
両
方
の
意
味

を
内
包
す
る
と
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
両
作
品
の
「
侠
」
の
使
用
の
共
通
点
と
し
て
は
、
「
信
念
を
通

す
」
意
味
で
の
使
用
で
あ
る
点
、
「
侠
」
の
持
ち
主
が
遊
女
で
あ
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
信
念
を
通
す
遊
女
像
は
同
じ
く
前
期
読
本
、
梅
朧
館
主
人
『
新
斎
夜
語
』（
安
永
四

一
七
七
五

年
）
に
も
共
通
す
る
。
第
四
巻
七
篇
「
室
の
妓
女
松
風
が
任
侠
幸
を
迎
ふ
」
に
お
い
て
、
室
の
妓
女
松

風
は
「
殊
に

じ
ん
き
や
う

た
て
ひ
き

任

侠
を
好
み
て
、
意
気
地
を
立
つ
る
事
を
専
と
す
る
妓
」

で
あ
る
と
語
ら
れ
る
。
そ
の

性
質
に
違
わ
ず
、
物
語
の
最
後
で
隼
人
と
い
う
男
性
に
求
婚
さ
れ
る
も
、
先
に
別
の
男
雪
平
と
約
束
が

あ
る
こ
と
を
理
由
に
断
る
。
そ
し
て
そ
の
態
度
は
雪
平
に
「
侠
志

き
や
う
し

」
と
表
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
『
新
斎

夜
語
』
に
お
い
て
も
自
身
の
信
念
を
貫
く
様
が
「
侠
」
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

『
女
水
滸
伝
』
の
「
侠
」
に
関
し
て
、
田
中
則
雄
は
、
前
期
読
本
作
家
の
都
賀
庭
鐘
と
椿
園
の
「
侠
」

高
田
衛
監
修

稲
田
篤
信
・
木
越
治
・
福
田
安
典

編
『
江
戸
怪
異
綺
想
文
芸
大
系
第
二
巻
都
賀
庭
鐘
・
伊
丹

椿
園
集
』
国
書
刊
行
会

徳
田
武
校
注

新
古
典
文
学
大
系

『
繁
野
話
・
曲
亭
伝
奇
花
釵
児
・
催
馬
楽
奇
談
・
鳥
辺
山
調
綫
』
岩
波

書
店

を
使
用
し
た
。

校
注
・
訳
：
中
村
幸
彦

他

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
英
草
紙

西
山
物
語

雨
月
物
語

春
雨
物
語
』
小

学
館

を
使
用
し
た
。

飯
倉
洋
一

校
訂
代
表
『
江
戸
怪
談
文
芸
名
作
選

第
二
巻

前
期
読
本
怪
談
集
』
国
書
刊
行
会

を
使
用

し
た
。
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が
「
世
間
的
観
点
や
規
範
に
照
ら
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
で
は
な
く
、
ひ
と
え
に
我
が
心
か
ら
奔
出
す

る
所
の
も
の
に
」

よ
っ
て
い
る
と
し
、
両
者
の
「
侠
」
の
近
似
を
指
摘
す
る
。
確
か
に
『
女
水
滸
伝
』

の
主
人
公
ら
は
賊
で
あ
り
世
間
的
規
範
に
は
適
合
し
な
い
。
し
か
し
、
庭
鐘
の
「
侠
」
を
は
じ
め
、
前

期
読
本
の
「
侠
」
は
自
身
の
志
を
貫
く
点
に
重
点
が
お
か
れ
、『
女
水
滸
伝
』
の
「
侠
」
と
は
異
な
る
。

三三
、、『『
女女
水水
滸滸
伝伝
』』
にに
おお
けけ
るる
「「
侠侠
」」

な
ぜ
『
女
水
滸
伝
』
に
お
い
て
「
侠
」
の
「
弱
き
を
助
け
強
き
を
砕
く
」
面
の
み
が
明
言
さ
れ
た
の

か
。
こ
れ
は
「
侠
気
」
の
言
葉
で
説
明
の
な
さ
れ
な
い
夕
虹
と
秀
蘭
に
も
「
弱
き
を
助
け
強
き
を
砕
く
」

言
動
が
見
ら
れ
、
く
り
か
え
し
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
弱
き
を
助
け
強
き
を
砕
く
」
こ
と
が
本
作
品

の
主
題
で
あ
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
「
侠
気
」
の
持
ち
主
と
し
て
明
言
さ
れ
る
玉
園
は
「
今
足
利

の
末
に
当
て
天
下
の
政
道
明
か
な
ら
ず
、
民
を
苦
め
財
を
貪
て
不
義
の
富
貴
を
な
す
輩
多
く
、
都
て
皆

天
の
悪
む
所
な
れ
ば
自
ら
奪
掠
る
に
心
易
し
」
、
つ
ま
り
、
貧
し
い
民
衆
を
苦
し
め
て
い
る
富
貴
な
人

物
は
皆
に
憎
ま
れ
て
お
り
、
懲
ら
し
め
の
た
め
に
そ
の
所
持
品
を
奪
っ
て
も
良
い
と
い
う
旨
の
発
言
を

す
る
。
「
侠
気
」
と
は
説
明
さ
れ
な
い
夕
虹
と
秀
蘭
も
「
不
義
非
道
な
る
輩
の
貲
財
を
奪
掠
る
共
、
必

ず
善
を
修
し
道
を
守
る
人
に
心
を
付
て
、
必
ず
害
を
な
す
事
勿
れ
」

夕
虹

、
「
正
直
に
道
を
守
り
仁

慈
に
人
を
救
ひ
憐
み
て
徳
を
積
家
を
窺
ず
、
貪
欲
邪
行
に
し
て
世
を
欺
き
人
を
苦
め
て
富
を
致
す
者
の

方
の
み
撰
み
襲
ひ
け
れ
」
（
秀
蘭
）
と
「
侠
」
の
持
ち
主
の
玉
園
と
同
様
の
発
言
を
す
る
。
さ
ら
に
玉

園
の
「
侠
気
」
は
第
一
回
の
冒
頭
で
明
言
さ
れ
、
ま
た
『
女
水
滸
伝
』
の
終
局
は
足
利
と
主
人
公
ら
が

対
立
す
る
展
開
で
あ
り
、
本
作
品
に
お
い
て
は
「
弱
き
を
助
け
強
き
を
砕
く
」
こ
と
が
主
題
と
な
っ
て

い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
「
弱
き
を
助
け
強
き
を
砕
く
」
態
度
が
以
上
に
見
て
き
た
「
侠
」
の
言

葉
の
使
用
法
に
も
現
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

おお
わわ
りり
にに

以
上
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
遊
女
が
信
念
を
貫
く
様
は
「
侠
」
の
精
神
で
あ
る
と
表
現
さ
れ
て
き

て
お
り
、
『
女
水
滸
伝
』
の
遊
女
も
「
侠
」
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
椿
園
は

そ
の
よ
う
な
遊
女
を
「
侠
」
の
言
葉
で
説
明
せ
ず
、
「
侠
」
の
「
弱
き
を
助
け
強
き
を
砕
く
」
面
を
強

調
し
た
。
こ
れ
は
、
『
女
水
滸
伝
』
が
最
終
的
に
足
利
と
い
う
「
強
き
を
砕
く
」
話
に
な
っ
て
い
る
こ

と
の
現
れ
で
あ
る
。

今
回
は
扱
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
後
期
読
本
に
お
い
て
も
「
侠
」
は
重
要
な
語
で
あ
り
、
例

え
ば
曲
亭
馬
琴
が
『
開
巻
驚
奇
侠
客
伝
』
を
書
く
な
ど
し
て
い
る
。
本
発
表
の
「
侠
」
の
分
析
は
『
女

水
滸
伝
』
理
解
だ
け
で
な
く
前
期
読
本
と
後
期
読
本
を
包
括
的
に
考
え
る
一
助
と
な
る
だ
ろ
う
。

田
中
則
雄

第
二
部

読
本
周
辺
の
諸
問
題
「
第
二
章

水
滸
伝
と
白
話
小
説
家
た
ち
」
『
読
本
論
考
』
汲
古
書

院

初
出
『
ア
ジ
ア
遊
学
』

年

月

78




